
 

平成３０年７月豪雨 

非常災害対策本部会議（第２０回） 

 

議 事 次 第 
 

 

 

日時：平成３０年９月３日（月）１７：５０～  

場所：官邸４階大会議室 

 

 

１． 開会           【内閣官房長官】 

 

２． 内閣総理大臣発言     【内閣総理大臣】 

 

３． 被害状況等報告      【内閣危機管理監】 

       【気象庁長官】 

 

４． 政府の対応等について   【防災担当大臣】 

 

５． 閉会           【内閣官房長官】 



図１ 台⾵第２１号の進路予想図
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表２ 警報級の現象の期間（■警報級）

表３ 瀬⼾内海の満潮時刻（4⽇午後）
⼤阪府 ⼤阪市 １７時１０分
兵庫県 神⼾市 １７時１７分
兵庫県 姫路市 １８時５４分

岡⼭県 ⽟野市（宇野） １８時３４分
⾹川県 ⾼松市 １８時３２分

24時間⾬量（多い所：ミリ） 最⼤⾵速(m/s)

〜4⽇18時 〜5⽇18時 ４⽇

北海道 ４０ １００〜２００ ２５

東北地⽅ ４０ １００〜２００ ３０

関東甲信 ２５０ １００〜２００ ２２

北陸地⽅ ２００ １００〜１５０ ３０

東海地⽅ ４００ ２００〜３００ ３５

近畿地⽅ ４００ ー ４５

中国地⽅ １５０ ー ３０

四国地⽅ ４００ ー ４５

九州北部 １００ ー ２０

表１ 予想される⾬量と最⼤⾵速

＜概況＞台⾵第２１号は、４⽇の⽇中に四国地⽅から紀伊半島に、⾮常に強い勢⼒を保った
まま接近し上陸する⾒込み。その後、速度を速めながら、５⽇にかけて北⽇本の⽇本海側沿
岸を北上する⾒込み。

＜暴⾵・⾼波・⾼潮＞⻄⽇本を中⼼に４⽇朝から猛烈な⾵が吹き、海は猛烈なしけとなる⾒込
み。東⽇本でも４⽇昼前から、北⽇本では４⽇夜から、広い範囲で暴⾵が吹き、海は猛烈に
しける⾒込み。台⾵が接近・通過する時間帯を中⼼に顕著な⾼潮のおそれ。

＜⼤⾬＞⻄⽇本と東⽇本では、４⽇未明から⾮常に激しい⾬が降り、局地的には１時間８０
ミリ以上の猛烈な⾬が降る⾒込み。瀬⼾内海に⾯した地域でも⾬量が多くなるおそれ。北⽇
本でも４⽇夜から５⽇にかけて⾮常に激しい⾬が降り、⼤⾬となるおそれ。

＜警戒事項＞暴⾵、うねりを伴った⾼波、⼤⾬、⾼潮に厳重に警戒。落雷、⻯巻などの激しい
突⾵に⼗分注意。交通障害や農作物の管理、停電などにも留意。

台⾵第21号 今後の⾒通しについて
平成30年9⽉3⽇16時
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